


これまでの取組
（過去）

これまでの成果
（一定の成果）

顕在化する課題
（内部要因）

社会の変化
（外部要因）

必要性
（今改めて検討）

継続的に
県立高等学校
改革を推進

H9 第１次まとめ
H11 第２次まとめ
H30 県立高等学校

改革基本計画
（H31～R10 ）

H31 前期実施計画
（H31～R５）

R4 後期実施計画
（R６～R10）

✅ 男女共学化

✅ 学校規模の
適正化

✅ 中山間地域
の学習機会
の確保

✅ 中高一貫教
育の推進

・少子化の更なる
進行
・生徒数の減少が
今後一層見込ま
れる

教育活動の維持
や多様な教育課
程の編成に影響を
及ぼす恐れ

・グローバル化
・デジタル化の
進展
・経済・産業構造
の変化
・学習ニーズの
多様化・高度化

地域や社会の
変化を踏まえた

県立高等学校
の在り方の
検討
が必要

将来にわたり、地域や社会の変化を踏まえながら、質の高い教育活動を展開していくため、
多様なニーズに対応した魅力ある学校・学科の方向性等について、

学校教育審議会に意見を求めます。

0 1 諮問の趣旨と背景
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公表 県立高等学校改革計画

H９ 第一次まとめ

H１１ 第二次まとめ

H３０ 県立高等学校改革 基本計画
（2019年度～2028年度）※R元～R10 

H３１ 県立高等学校改革 前期実施計画
（2019年度～2023年度）※R元～R5

R４ 県立高等学校改革 後期実施計画
（令和6年度～令和10年度）

公表 中高一貫教育実施計画

H１５ 中高一貫教育実施計画
（H22年度までの前期計画）

R２ 中高一貫教育後期実施計画
（2020年～2028年）※R2～R10 

H２３ 東日本大震災・原子力災害

男女共学
定時制・通信制整備
総合学科の設置

H１９ 会津学鳳

H３１ ふたば未来

R７ 安積

１学級本校化
６つの学校群

拠点校単位制導入
普通科コース制
統合校１２校開校

統合校４校開校
学科改編

第
２
次
改
革

現行
計画
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２

第
１
次
改
革



評価４

現行の県立高等学校改革基本計画（H31～R10）における主な取組と実績
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県立高等学校改革
基本計画
（H31～R10）
４つの基本方針

【基本方針１】

社会の変化に的確に対応で
きる生き抜く力を育む高等学

校教育の推進

【基本方針２】

多様な学習内容の確保及び
教育の質の向上

【基本方針３】

学校の再編整備・特色化に
よる教育活動の魅力化

【基本方針４】

過疎・中山間地域の学習機
会の確保と教育環境の向上

特色ある学科の設置

進学指導拠点校の整備

各分野における最新の知識・技術や産業界の新しい動向に対応
して、学科間連携による実践的な学習プログラムなどの取組を
進め、教育内容の魅力化を図る。

二本松実業高校「生活文化科」設置・郡山高校「探究科」設置

本県の学習指導や進学指導のリーダー校として、難関大学や
医学部志望者の進路実現を図るための取組を行い、各分野に
おいて国内外で活躍し、未来を牽引できる人づくりを担う。

安積高校を併設型中高一貫教育実施校へ（県立安積中学校設置）
会津高校「学際領域に関する学科」（仮称）に学科改編

新しい形態の定時制課程の推進

多部制の定時制課程を取り入れている高校の入学者の現状
を踏まえながら、新しい形態の定時制及び通信制課程の在り
方を検討し、より学びやすい環境の整備に努める。

保原高校定時制課程と福島中央高校の統合校
「ふくしま新世高校」に夕間部を導入

主
な
取
組
の
一
部



現行計画で再編整備校が所在した２４市町村の教育長を対象とした総括アンケート結果より

評価４

0 1 諮問の趣旨と背景

評価 ５：そう思う ４：ややそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：全くそう思わない

評価 ５：そう思う ４：ややそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：全くそう思わない

令和7年度県立高等学校長を対象とした総括アンケート結果より

中山間地域の１学級本校化 進学指導拠点校等に単位制導入

・ 学校運営協議会等、地域との継続的

な意見交換を通じて教育活動を展開し

やすくなった。

・ 学校運営協議会の刷新や研修の実施

により、形骸化の改善と機能強化を

図っている。

・ 進路希望や興味関心に応じた柔軟

なカリキュラム編成を行っている。

・ 新たなカリキュラム実施に伴い、教員

の負担や人数確保に課題がある。

・ 少人数講座等で個別の進路ニーズに

きめ細かく対応できた。

Q
Q 単位制において進路希望に合わせた柔軟
なカリキュラム編成を実施しているか
（単位制高校の校長のみ回答）

評価５
50％評価４

38％

評価３
12％

評価５
56％

評価４
17％

評価３
17％

評価２
10％

コミュニティ・スクール等の導入により
地域の声を学校運営や教育活動に
反映できているか
（地域協働推進校の校長のみ回答）

現行計画の必要性・妥当性 再編整備校による地域活性化

・ 少子化や東日本大震災及び原子力災

害後の教育環境の変化への対応とし

て、改革計画は必要かつ妥当であった。

・ 必要性は認めるが、地理的条件や通

学環境、地域への影響を考えると妥当

とは言い難い。

・ 地域連携を重視した取組により、地域

コミュニティ機能活性化に貢献している。

・ 地域によって取組状況に差がある。

・ 統合校の所在地と空き校舎のある地

域では地域貢献度に差がある。

Q 現行計画は、少子化等の社会の変化に
対応するため、必要かつ妥当であったか

Q 再編整備校（統合校・1学級本校等）は、
地域の文化活動や地域コミュニケーション
機能の活性化に貢献していますか
（再編整備前の市町村は除く）

評価５
42％

評価４
29％

評価３
21％

評価２
8％ 評価５

18％

評価４
27％

評価３
45％

評価２
5％

評価１
5％
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H30
17,622 

R10
13,690 

R20
9,451 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

H29 R元 R3 R5 R7 R9 R11 R13 R15 R17 R19

現行計画中に
3,932人減

R20までに
4,239人減

本県の中学校（義務教育学校を含む）卒業者
及び卒業見込み者数の推移

出典：福島県統計課編「令和7年度学校基本統計（学校基本調査報告書）」

H29～R7 学校基本調査より（実数）
R8～R16 学校基本調査の各学年の在籍数（見込み数）
R17～R20 福島県の推計人口（見込み数）

少子化 生徒減少

懸念される影響

1学年の生徒数が減少→クラス減

学校全体のクラス数が減少→小規模校の増加

教員数減 → 授業の選択肢が減ってしまう。

小規模校では個別指導等で対応

しているが限界がある。

このままでは、教育活動の質の維持や生徒の多様
な学びの機会の確保が難しくなることが懸念される。

物理も数学Ⅲも
学べないなんて・・・。

理学部に進学できないかも

学校運営 → 部活動・学校行事の規模が縮小。
が困難 友人関係が固定化される懸念。
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これらの変化に対応するために「学びのアップデート」が必要

個別最適化された学びや探究的な学びの充実、多様な他者との協働を通じた課題解決力の向上が必要です。

社会や産業構造が大きく変化する中で、生徒一人一人の学習ニーズも多様化・高度化しています。

グローバル化

デジタル化

サービス業に求められる力（全体像）「人と関わる
力」と「価値を生み出す力」の掛け算モノではなく体
験・満足を提供する仕事正解が一つではなく、状況

対応力が重要

産業構造の変化 学習ニーズの多様化・高度化

国境を越えた人・物・情報
が得やすくなった。
→ 多様な価値観や文化
を理解し協働する力が
必要になる。

ICTやAIなどの技術革新
が加速
→ 情報活用力や

デジタルリテラシー
が必要になる。

→ デジタル活用力・課題解決力・協働力が求めら
れている。

学びの場所・時間・ペースを自分で
選ぶ
・オンライン授業
・オンデマンド学習
・個別最適化

「暗記」から「使い・考え・実現する」へ
・探究学習
・統計・データ活用
・社会課題解決

「学ぶ場」そのものを再設計
・自習スペース
・ICT活用環境
・オンライン相談

0 1 諮問の趣旨と背景
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6.2%

22.2%

29.6%

32.2%

64.2%

45.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年

昭和55年

福島県産業別就業人口割合推移

（総務省 国勢調査結果）

第１次産業 第２次産業 第３次産業
（農業等） （製造業等） （サービス業等）

ロボットによる
製造ライン

AIによる
品質検査

AIによる
自動接客

無人店舗
セルフレジ

ドローンによる
農薬散布

GPSトラクター
の自動走行

あらゆる産業で デジタル化×自動化×データ活用
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地域協働スペース「双葉みらいラボ」が設置されている。

東日本大震災における生徒の心のケアを中心とした居場所や学びの場とし

て2017年に設立された。

現在では、放課後の居場所や学びの場だけでなく、生徒の学びを応援して

くれる地域の方々との交流の場としての機能も持ち、

地域コミュニティの再編に直接寄与している。

ふたば未来学園高校

小高産業技術高校

電子制御コースでは、電子に関する基礎知識やロボットに関する基礎的技術・

メカニズム等を学び、創造的な能力や実践的な態度を育成している。

ドローン制御実習や産業用ロボット制御実習など、浜通りの新産業構想を
現場レベルで具現化する「実証の担い手」を育成している。

福島から未来を切り拓く

復興の現状

インフラ整備 産業再生 帰還・移住 コミュニティ再生

東日本大震災及び原子力災害からの復興は未だ途上にある。



社会の変化や本県の状況を踏まえ、県立高等学校の在り方の再検討が必要です。

生徒の学びの充実
のために

教育の質の維持・向上
のために

地域・社会の未来
のために

多様なニーズに応える環境

・興味関心に対応した教育
課程の編成
・探究的な学びや体験活動
の充実
・学びたい科目が学べる環境
の整備

持続可能で質の高い教育

・生徒数の減少に対応した効率
的で効果的な学校運営
・教員の専門性を生かした指導
体制の確保
・ICTの活用などによる教育の質
の向上

地域と共に福島の未来を支える
人材育成
・地域の課題解決や産業の発展
に貢献する人材の育成
・地域・企業等との連携・協働の
強化
・復興人材の育成

未来を切り拓く人づくりのために

・生徒一人一人が自分らしい未来を描き、実現できる高等学校教育
・質の高い教育を持続的に提供できる、柔軟な学校づくり
・地域とともに福島の復興と発展を支える人材の育成

0 1 諮問の趣旨と背景
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ふくしまを応援する『べこ太郎』



本諮問は、将来にわたり質の高い教育活動を展開していくため、多様なニーズに対応した、
魅力ある県立高等学校の在り方について、ご意見をいただくことを目的とするものです。

生徒一人一人
の多様な

学びへの対応

魅力ある
学校・学科の
方向性

地域や
社会を支える
人材育成の
在り方

0 1 諮問の趣旨と背景
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0 2 （参考）国の動向

スーパーサイエンスハイスクール

SSH

福島高校 Ⅳ期目
安積高校 Ⅲ期目
会津学鳳高校 Ⅳ期目
会津高校 Ⅰ期目

DXﾊｲｽｸｰﾙ

福島明成 福島東 安積黎明 郡山
須賀川桐陽 白河 葵 平工業
いわき商業情報 いわき総合
ふたば未来学園 相馬 小高産業技術
郡山萌世 郡山支援

高等学校DX加速化推進事業

令和6年度から、デジタル等の成長
分野を支える人材育成強化のため、
情報、数学等の教育を重視するカ
リキュラムを実施するとともに、ICT
を活用した文理横断的・探究的な
学びを強化する学校などに対して、
学校の取組に必要な環境整備の
経費を支援する。

「普通教育を主とする学科」の
弾力化

普通科改革

＜学際領域に関する学科＞

SDGsの実現やSociety5.0の到来に伴う課

題に対応するため、学際的・複合的な学

問分野や新たな学問領域に即した最先端

の特⾊・魅⼒ある学びに取り組む学科

＜地域社会に関する学科＞

地域や社会の将来を担う⼈材の育成の

ために、現在及び将来の地域社会が有

する課題や魅⼒に着⽬した実践的な特

⾊・魅⼒ある学びに取り組む学科

平成14年度から、将来の国際的な
科学技術人材を育成するため、高
等学校等を指定し、理数系教育の
充実に向けた研究開発を実施して
いる。理科・数学を重視したカリ
キュラム開発や、大学等と連携し
た先進的な教育に取り組んでいる。

令和4年度から、普通科の特色化
を進めるため、「普通科」以外の学
科の設置ができるよう制度を見直
した。探究的な学びや地域や大学
等と連携した特色ある教育の充実
が求められている。

＜その他普通科＞
その他普通教育として求められる教育内
容であって当該⾼等学校のスクール・ミッ
ションに基づく特⾊・魅⼒ある学びに重点

的に取り組む学科

R9 会津高校 学科改編

R4から設置可能

１０

普通科
地域社会に
関する学科

学際領域に
関する学科

その他
普通科

普通科教育を主とする学科
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0 3 今後の予定
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お忙しい中ご出席いただき

ありがとうございました

今後ともよろしくお願いします


